
金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し

た
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を

付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
鉱
害
防
止
積
立
金
の
算
定
基
準
）

（
鉱
害
防
止
積
立
金
の
算
定
基
準
）

第
十
五
条

法
第
七
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
算
定
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お

り
と
す
る
。

第
十
五
条

法
第
七
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
算
定
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お

り
と
す
る
。

一

坑
道
の
坑
口
の
閉
そ
く
事
業
に
あ
つ
て
は
、

次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

一

坑
道
の
坑
口
の
閉
そ
く
事
業
に
あ
つ
て
は
、

次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

ａ
１ ＝

Ｃ
１ ×
ｌＬ
－
Ｔ
１

×
ｙ
１

Ｙ
１

ａ
１ ＝
Ｃ
１ ×
ｌＬ
－
Ｔ
１

ａ１

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防

止
積
立
金
の
額

Ｃ１

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

ｌ

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十

八
年
七
月
一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に

あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
）
か
ら

坑
道
の
使
用
終
了
予
定
年
月
ま
で
の
月
数

ａ１

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防

止
積
立
金
の
額

Ｃ１

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

ｌ

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十

八
年
七
月
一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に

あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
）
か
ら

当
該
年
度
末
（
当
該
年
度
終
了
前
に
使
用

を
終
了
す
る
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
使

用
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
の
月
数









こ
の
式
に
お
い
て
、
ａ１

、
Ｃ１

、
ｌ
、
Ｌ
、

Ｔ１

、
ｙ１

及
び
Ｙ１

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表

す
も
の
と
す
る
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
ａ１

、
Ｃ１

、
ｌ
、
Ｌ
、
及

び
Ｔ１

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と

す
る
。

Ｌ

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
か
ら
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年
月
ま
で
の
月
数

Ｔ１

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て

ら
れ
た
鉱
害
防
止
積
立
金
の
額

ｙ１

十
二
（
当
該
年
度
終
了
前
に
使
用
を
終

了
す
る
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
度
の

四
月
か
ら
そ
の
使
用
の
終
了
を
予
定
し
て

い
る
月
ま
で
の
月
数
）

Ｌ

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
か
ら
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年
月
ま
で
の
月
数

Ｔ１

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て

ら
れ
た
鉱
害
防
止
積
立
金
の
額

﹇
新
設
﹈





Ｙ１

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
坑
道
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
月

数令
和
二
年
四
月
一

日
前
に
設
置
さ
れ

た
坑
道
で
あ
つ

て
、
当
該
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年

月
が
令
和
二
十
二

年
三
月
以
後
で
あ

る
も
の
（
当
該
年

度
の
四
月
一
日
が

令
和
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
前
で

あ
る
場
合
に
限

る
。）

当
該
年
度
の
四

月
か
ら
、
令
和

二
十
二
年
三
月

ま
で
の
月
数

﹇
新
設
﹈

令
和
二
年
四
月
一

日
以
後
に
設
置
さ

れ
た
坑
道
で
あ
つ

て
、
当
該
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年

月
が
、
当
該
坑
道

が
設
置
さ
れ
た
年

月
か
ら
起
算
し
て

二
百
四
十
月
を
経

当
該
年
度
の
四

月
か
ら
、
坑
道

が
設
置
さ
れ
た

年
月
か
ら
起
算

し
て
二
百
四
十

月
を
経
過
し
た

年
月
ま
で
の
月

数

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

令
和
元
年
度
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
電
気
事
業
会
計
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
事
業
会
計
規
則
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
会
計
の
整
理
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
会
計
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
六
号
）第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志


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